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広報たまかわ

平
成
6
年
3
月
4
日
(
金
)
村
体
育
館
に
お
い
て
玉
川
村
建
設
事
業
総

合
落
成
式
と
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
は
、
佐
久
間
村
収
入

役
が
開
会
し
、
車
田
村
長
の
式
辞
、
塩
田
村
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
、

円
谷
村
助
役
の
経
過
報
告
の
順
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
車
白

村
長
か
ら
、
村
政
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
万
々
へ
自
治
功
労
の
表
彰
状
が

贈
ら
れ
、
ま
た
、
昭
和
印
年
度
か
ら
平
成
4
年
度
ま
で
に
村
が
行
っ
た

建
設
事
業
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
建
設
業
者
や
設
計
業
者
、
用
地

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
方
々
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
山
林
村
教

育
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
昭
和
印
年
度
か
ら
平
成

4
年
度
ま
で
に
村
が
行
っ
た
主
な
建
設
事
業
は
制
件
で
、
事
業
費
は
約

前
億

3
，
0
0
0
万
円
で
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
(
業
者
に
つ
い
て
は
会
社
名
を

記
載
。
地
権
者
に
つ
い
て
は
敬
称
略
)

自
治
功
労
者
表
彰

受
賞
者
は
百
人

金十

立
国
+

勇
さ
ん
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S
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E
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村
政
発
展
の
た
め
多
年
に
わ

た
っ
て
尽
く
さ
れ
た
方
々
が
、
村

条
例
の
表
彰
規
定
に
基
づ
い
て
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

(
順
不
同
)
写
真
の
下
は
事
績
で
す
。

五
ロ
さ
ん

平成6年3月

夫
さ
ん

塩

j翠

金

佐

藤

男
さ
ん

広報Tこまかわ

建
設
、
設
計
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

*
建
設
業
者

開
綜
建
日
計
産
商
側
側
太
陽
興

産

鮒

福

産

建

設

関

城

野

組

東

陽
電
気
工
事
側

三
金
興
業
側
水

谷
工
業
側
太
平
電
気
附
郡
山
支
社

側
ト
l
カ
ン
東
北
ポ
i
ル
附
郡
山

営
業
所
日
本
鋼
弦
コ
ン
ク
リ
ー
ト

側

三

柏

工

業

側

新

協

地

水

側

側
イ
ワ
キ
鰍
ニ
ノ
テ

ッ
ク

矢

田

工
業
側
側
志
賀
建
設
日
本
水
道

側
仙
台
支
庖
鮒
ク
ボ
タ
建
設
東
北

支
唐
山
側
エ
デ
ィ
ソ
ン

高
田
工
業

側
鉄
建
設
備
工
業
側
村
越
建
設

側

日

研

設

備

附

側

白

河

電

設

側
渡
辺
組
東
北
設
備
工
業
側
側

ユ
ア
テ
ッ
ク
須
賀
川
営
業
所
共
栄

建
設
側
目
立
電
子
側
東
北
営
業
所

藤
田
建
設
工
業
側

t

凶
作
玉
川
村
内
建
設
業
者

備
鈴
木
建
設
側
熊
田
建
設
備
岩

谷
建
設
備
小
林
建
設
側
湯
沢
組

側
円
谷
建
設
同
小
山
田
産
業
開
発

除、、
小
原
保
良
小
原
義
久
小
原
重
孝

小
原
春
雄
小
原
嗣
男
小
原
ヨ
シ

子

小

原

政

徳

大

越

専

相

楽

幸

子

相

楽

博

吉

相

紫

功

男

小

針

好
夫
図
井
清
志

*
公
営
住
宅
長
内
団
地

I-L-l 
老玉

"'.、、
Eコ

秋
さ
ん

手リ

員議

仁
井
田

イ呆

雄
さ
ん

口貝議

昭
さ
ん

原

明

備
小
林
工
務
庖

*
玉
川
村
水
道
給
水
工
事
公
認
業
者

円
谷
電
器
商
会
遠
藤
電
気
工
事
庖

首
藤
電
気
庖
添
田
電
器
商
会
備

岩
谷
工
業
橋
本
鉄
工
所
塩
沢
設

備
工
業
所
倒
倒
鈴
木
建
設

tm
特
設
計
業
者

側
日
本
技
術
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
東

北
測
量
側
銅
山
口
建
築
設
計
事
務

所
側
清
水
公
夫
研
究
所
偏
秀
栄

設
計
事
務
所
側
車
田
建
築
設
計
事

務
所
側
溝
井
宇
一
建
築
事
務
所

岡
昭
和
技
術
設
計
事
務
所
側
福
島

県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
福
島
県
土

地
改
良
団
体
連
合
会
側
共
立
水
道

コ
ン
サ
ル

用
地
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々

*
玉
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー

須
釜
義
勝
添
田
清
勝

白
骨
泉
中
学
校

高
林
浅
二
小
針
常
美
小
針
信
作

高
林
浅
蹟
小
針
不
二
夫
小
針
周

吉

小

針

守

次

小

針

信

一

増

子

小
山
田
喜
美
雄
大
木
彦
一
大
木

カ
ツ
ミ
異
野
呂
幸
吉
田
県
野
目
義

勝

小

原

春

雄

闘

井

清

志

小

原

重
孝
目
凶
作
公
営
住
宅
玉
川
団
地

鈴
木
条
鈴
木
和
子

佐
藤
重
孝

関

キ畏

幸
さ
ん

申，じ，、

農業委員

『三コ
刀て

形

三
さ
ん

友

う話妨団長

異
野
田

正
さ
ん

器

教育長村職員

キ

ヨ

小

針

陸

雄

小

針

要

祐

高
林
浅
太
郎
吉
田
宇
一
小
針

静

男

小

針

薫

小

針

甲

子

男

首
藤
安
子
永
林
恵
治
小
針
保

敏

首

藤

忠

行

首

藤

武

雄

高

林
浅
光
小
林
朋
喜
永
林
久
徳

鈴
木
忠
男
鈴
木
新
六
、
水
林
誠

鈴
木
金
吾
小
針
善
雄
角
田
楽

治
小
針
六
郎
(
地
権
者
会
長
)

小
針
信
一
(
中
財
産
区
代
表
)

im
砕
須
釜
中
学
校

除、、

村
越
勝
村
越
明

*
簡
易
水
道

塩
津
政
吉
草
野
繕
男

之
石
森
郷
政

回
凶
作
須
釜
児
童
館

小
原
辰
美

石
森
清

久
保
木

徳、

雄
さ
ん

村職員

角

回

文

弥
さ
ん

村職員

士
ロ

隆

之
さ
ん
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平
成

8
年
2
月
初
日
(
臼
)
玉
川
村
体
脊
鑓
と
保
健
セ
ン

タ
ー
で
「
…
福
祉
・
健
康
ま
つ
り
い
が
関
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
住
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
や

福
祉
の
充
実
を
自
的
に
玉
川
村
と
玉
川
村
社
会
構
祉
協
議
会

が
主
催
。
多
彩
な
催
し
に
多
く
の
村
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

安

5-1

福
祉
ま
つ
り
は
、
村
体
育
館
で
行

わ
れ
、
病
人
や
身
障
者
用
の
特
殊

ベ
ッ
ド
や
エ
ア
!
マ
ッ
ト
、
紙
オ
ム

ツ
な
ど
の
介
護
現
品
や
機
器
が
展
一
不

さ
れ
ま
し
た
G

訪
れ
た
村
氏
ら
は
、

部
員
の
説
明
を
開
き
な
が
ら
実
擦
に

介
護
用
の
ベ
ッ
ド
を
捜
っ
た
り
、
車

い
す
や
リ
フ
ト
な
ど
を
試
乗
。
安
ら

か
な
暮
ら
し
は
、
万
全
の
錆
え
か
ら

と
い
っ
た
、
自
分
の
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
い
る
真
剣
な
姿
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
員
が
、
各
家
庭
に
・
あ
っ

た
不
思
品
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
の
バ

ザ
ー
も
関
か
れ
、
あ
っ
と
い
う
関
に

売
り
切
れ
て
し
ま
う
人
気
で
し
た
む

とれはいいねえ…・福祉まつりかち

つ
り
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品
展
や
機
能
誤
練
を
受
け

て
い
る
人
た
ち
が
作
っ
た
茂
綿
工
の

却
究
会
、
手
づ
く
り
ク
ッ
キ
ー
コ

i

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
り

事
ち
ゃ
ん
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

選
作
品
は
左
の
ベ

i
ジ
の
と
お
り
で

す
が
、
当
5
は
簡
保
健
康
家
族
と
あ

わ
せ
て
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
行

熱心に題さき入器聴衆・詑念講漢会かう

わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
親
子
で
自

分
の
作
品
を
見
つ
め
る
は
砧
ほ
え
ま
し

い
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
C
型
肝
炎
は
怖
く
な
い
」

ー
そ
の
鵡
惑
と
治
療
i
と
題
し
て
、
上

遠
野
内
科
法
院
の
上
遠
野
淳
院
長
の

記
念
講
演
会
も
関
か
れ
、
訪
れ
た
村
氏

は
熱
心
に
開
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

留
保
健
康
家
族

小小
山
部林間井藤田沼藤

一
(
肝

英
治
(
小

敬
次
部
(

中

川

一

〈

治

相

(

良光

辺
¥、.-/

i茸佐

，y 'l 

赤
ち
ゃ
ん
写
真

⑧

⑧

⑧

⑧

 

コ
ン
@
写
っ
て
い

①
撮
っ
た
入

ア
ス
ト

る
子
ど
も

(
敬
称
略
)



平成6年 3月広報たまかわ

交通死亡事故ゼロ1， 0008達成を
記念して、村内の各小中学校か

ら作文を募集しました。

その中で、優秀賞に輝いた 5
人の作文を紹介します。

(作文は、 1，0008達成前に書か

れたものです)

冬休みのある朝はやく、おじいちゃ
んが、仏だんのあたりで、カサカサ伺

かをしているのに気が付いた。こんな

朝早くから何してるんだろうと思い、
おじいちゃんに簡いてみた。「伺やってんの?J おじいちゃ
んは、答えた。「親せきの人が事故で死んだんだ:Jiえツ」

じつにい?これなのか、いつ死んにのtx、そんなことが頭の
中をめぐった。おばあちゃんは、「遠い親せきの人が、昨日の

5時ごろ事故にあって、夜に死んじゃったんだよJ
おじいちゃんやおばあちゃんは、くわしいことを教えてく

れなかった。 やっと、朝おじいちゃんがやっていたことが

分かった。お正月をおくっていたのだ。おじいちゃんは、朝

のニュースを見て知ったらL，(
とんな事故につに
た。一方的に、

車に、親せき

お酒を飲

かった

トベ

つ
fだご

力か、病気寅(よ~θGもち才めう治毛蕊f議葛て註左戸窓:苔ラ 二仁弓一三 ごれ
Jぶ;υJなんて、ほんの少しの気持ぢで事故にあってしまう。私も、
たまにそんなことがあ否。私だけじゃなく家の人も友達もそ
う思ったことはあ与と思う。反対に規則を守っていても、事

故にまきこまれてしまう人がい否のだかラ、みんながぢゃん
と突通の規則を守っていかなければな5ない。
悲しみのなみだをながす人がいなくな否ように…・-。

6 

見て分かつ

止まっていた
回?とだった。

ていな
ニノ一ー

「
気
を
つ
け
て
」

玉
一
小
四
年
矢
吹
め
ぐ
み
三

わ
た
し
は
毎
朝
、
学
校
へ
行
く
の
に
、
一
年
生
と
二

年
生
を
連
れ
て
行
き
ま
す
。
な
ぜ
か
一
年
生
の
方
は
わ

た
し
た
ち
が
い
て
安
心
し
て
い
否
の
か
白
線
か
ち
は
み

だ
し
て
歩
き
ま
す
。
二
年
生
の
方
は
も
う
だ
い
た
い
わ

か
っ
て
い
る
の
で
き
ち
ん
と
歩
き
ま
す
。
だ
か
ら
一
年

生
は
わ
た
し
た
ち
の
前
を
歩
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
す
る

と
前
の
様
に
白
線
か
ら
は
み
出
し
て
歩
く
よ
う
な
事
も

な
く
な
り
ま
し
た
。
前
に
い
つ
だ
っ
た
か
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
行
く
車
が
わ
た
し
た
ち
の
横
を

通
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
て
る
音
も
す
ご

か
っ
た
け
ど
何
よ
り
も
す
ぐ
横
を
通
っ
て
行
っ
た
の

で
、
も
し
は
み
出
し
て
い
た
ら
大
変
な
事
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
と
そ
の
時
は
と
て
も
ビ
ツ
つ
リ
し
ま

し
た
。
コ
」
ん
な
に
ス
ピ
ー
ド
を
だ
し
て
何
を
急
い
で

い
る
ん
だ
ろ
う
。
も
っ
と
早
め
に
家
を
出
れ
ば
あ
ん
な

平成6年3月

に
ス
ピ
ー
ド
を
だ
さ
な
く
て
も
い
い
の
に
。
」

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
仕
事
で
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

に
毎
日
乗
り
ま
す
。
材
料
を
積
ん
で
現
場
に
向
い
ま
す
。

時
々
会
津
の
山
お
く
に
行
っ
た
り
、
い
わ
き
ゃ
と
ち
木
の

県
ざ
か
い
の
方
ま
で
行
き
ま
す
。
そ
の
時
は
、
突
通
じ
ゅ

う
滞
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
よ
り
早
め
に

家
を
出
ま
す
D

お
父
さ
ん
は
「
よ
ゅ
う
を
も
っ
て
行
か
な

い
と
時
間
が
気
に
な
る
の
で
阜
く
出
か
け
る
ん
だ
よ
」

と
話
し
て
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
そ
う
な
る
と
い
つ
も

よ
り
早
く
起
き
な
い
と
け
な
い
の
で
、
た
い
へ
ん
だ
な
と

思
い
ま
す
。
で
も
な
れ
て
い
る
の
か
伺
も
雷
い
ま
せ
ん
。

も
し
わ
た
し
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
ね
む
く
て
起
き
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
な
と
患
っ
て
い
ま
す
。

福
島
空
港
が
で
き
て
、
玉
川
村
に
も
前
に
く
ら
べ
る

と
草
が
多
く
通
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
送
り

む
か
え
の
パ
ス
や
見
学
す
る
人
の
車
で
、
空
港
の
駐
車

場
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
わ
た
し
が
い
つ
も
通
っ
て
る
道

路
で
も
よ
そ
か
ら
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
で

す
。
初
め
て
の
道
は
道
路
ひ
ょ
う
し
き
や
景
色
を
み
な

が
ら
走
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
し
ん

ち
ょ
う
に
運
転
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
も
、知

ら
な
い
初
め
て
通
る
道
路
を
運
転
す
る
時
は
、
と
て
も

し
ん
ち
ょ
う
に
走
り
ま
す
。
し
か
し
ひ
ょ
う
し
き
な
ど
、

他
の
物
に
自
が
い
っ
て
、
前
の
方
や
歩
行
者
な
ど
へ
の

注
意
が
不
足
し
て
し
ま
う
ご
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

わ
た
し
が
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
く
時
、
お
母
さ
ん

は
、
い
つ
も
「
気
を
つ
け
て
行
く
ん
だ
よ
」
と
、言
い
ま

す
。
何
度
も
何
度
も
言
う
の
で
、
「
わ
か
っ
て
る
」
と
、

ち
ょ
っ
と
お
こ
っ
た
よ
う
に
答
え
て
し
ま
い
ま
す
。
本

当
に
わ
た
し
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
c

玉
川
村
死
亡
事
故
ゼ
ロ
ヰ
日
ま
で
あ
と
少
し
で
す

が
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
安
全
な
村
「
玉

川
村
L

は
、
一
万
日
、
い
や
何
万
日
も
続
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
0

・
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
み
ん
な
が
、
突

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。

広報たまかわ

「交通事故の悲しみJ
) IIJ22jJ¥ 6年鈴木裕美子さん

「注意一秒、怪我一生」
須釜小6年真野田裕一くん

「交通死亡事故ゼロ
10万日を目指して」

須釜中2年大野香里さん

「恐怖を経てJ
泉中3年鈴木美紀さん

B本のことわざに、「注意 1秒、怪
我一生」というのがある。その意味は、
左右を見るとか、安全なところで横断
するといっ仁、ちょっとしたことを守
らなかったために、一生怪我で悔やんでしまうという事であ
る。
「怪我一生」になりそうなことが、今まで何度かあった。
特に 3才の時のことを思い出すと、舎でも冷や汗がでる。そ
の頃のぼくは、なりふりかまわす、道路に飛び出すタイプだっ
た。例えば、ボーjレを追っていく時、三輪車に乗っている時、
父を畑から呼びにいく時、飛び出していた。なぜならば、家

の前の道路は、車が通るのが少ないので、 3才のぼくは、「危
険じゃないJ と判断してしぷたのだ。

でんなあ否百の事だれ欝懇寝から惇んでぐ否ことをた
のまね:tfiJ31:務その自宅懇心峨泣きが窓~Yji;;(語嵐謀議飛::e'\出豆、して、

't..こ
と
か

す否という芋成主主[tþ:t;~~言ース
.~Ill;;，;r， .，.-" __ .;.町二三…

が三重号表提 版社。ごの詑録は、一人きは選建設ない。
村中め入選と玉川村をおとすれ否人達全てが、事故をあ、ござ
ないように気を付けてきた結果なのだ。偶然に事故がおきな
かった時もあったろう。でも、それでは間もなく記録がとぎ
れてしまうにぢがいない。
ぼくは、主主通死亡事故ぜ口の詑録が、すっとすっと続いて
いくことを玉川村の財産にしていきたいと思う。そのために、
「注意 1秒、怪我一生」をノ心掛けていきたいと考えてい否。

自動車というのは、とても便利なも
のだと患います。(どこかへ行き7こl，) 
と思えば、自動車に乗って(J¥イ、到着)
という感じです。 7こいていの人は、必
すといっていいほど自動車を利用しているでしょう。
登下校するとき、自動車は忙しなく私の横を往来します。
制限速度は守っているのかなあと思わせるほど、スピードを
出している自動車や、歩道すれすれのところを通って私を驚
かせる自動車。後ろの車に迷惑はかけるけど、速度は守り、ゆっ
たりと走る自動車など樺々です。
たくさんの自動車が道路を走ります。人間も同じく、その道
路を歩きます。二つのものが一つのものをつかっていると、兄
弟げんかのように、何らかの衝突があるでしょう。その錆突が、
斐通事故なのではないでしょうか。なぜ、突通事故が起こるの
か。時閣をかけ、じっくり君主二でみるさきミ私弘吉弘きおおと吏通

ル-:Jレを守主主主いる

冨で;~:ま潟三j三万とし
は、そあ中の一人で
~通ルーjレさえ守れば、「玉)1I村突通死て事故ゼ口十万日達成」
なんて日がくるかも知れません。やはり交通ルーんを見直す
ことは大切なのです。今、自分は本当にこれでいいのか、改
善しなければならないんじゃないか、もう一度考え直してみ
てはどうでしょうか。「突通死亡事故ゼロ10万8Jという臼を
夢見て。

"'''? 



玉
川
村
地
域
資
源

調

査

事

業

平成6年3月広報たまかわ

き

「
村
お

仁田

し

試

作

春
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
、
入
学
式

を
む
か
え
る
季
節
で
す
。
今
年
の
新

入
学
児
童
は
、
昨
年
よ
り
惚
人
少
な

い
鉛
人
。
名
前
が
も
れ
て
た
り
、
ま

ち
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
村
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

永粛本圏構須曲曲真

祐久吉太裕光孝隆勝

喜

夫

吉

信

幸

男

安

昭

浩

一栄
吉

和茂
正

典

輝夫昭輔史輝則二弘

林藤田井井藤山山弓

平成5年3月

回矢味野田矢須矢関矢鈴大坂市鈴矢矢関児
和

島部原崎子部藤吹根部木田本川木部部根童

広報たまかわ

氏

保
護
者
名

一

夫

正

恵

重

光

一
宮
告

4
d淀
川

a

、M2
1

八
重
子

政

勝
重

幸正
丈

徳
正

一

広

良

重

徳築
武

正隆隆
玄

幸

敏

治

平

成

6
年

度

名透

貴

洋

重

徳

秀

隆
雅

一
英

樹

宏

樹

丈

章
徳

之

昌

明

磨

美

美
寿
々

美

幸

小
百
合

静

香
千

紘

秀

美
彰

子

お

Eコ
ロロ

発

表

会
」

玉
川
村
商
工
会
(
双
里
正
司
会
長
)

が
地
域
資
源
調
査
事
業
で
進
め
て
き

た
、
特
産
品
や
観
光
開
発
な
ど
の
発

表
会
が
2
月

6
日
(
日
)
玉
川
村
体

育
館
で
関
か
れ
、
大
勢
の
村
民
が
訪

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
県
な
ど
の
補
助
を

う
け
て
、
平
成
5
年
度
か
ら
平
成
7

年
度
ま
で
の

3
年
間
行
わ
れ
、
村
お

こ
し
の
た
め
の
特
産
品
づ
く
り
や
観

光
開
発
の
可
能
性
を
探
し
、
最
終
的

に
は
商
品
開
発
・
販
売
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

特産品部会製品谷岡関関車曲真小佐

すいのう、うどんあげざる、
てさげかご、竹とんぼ

関根米二竹細工科

ぞうり

ら
焼
抑
制

や
、
き
し
そ

、
千
み

そ
梅
豆

みき
の
子

ふ
も
楽

、
け
立
素

子
つ
、
の

菜
、
れ
け

き
さ
た
付

ふ
ぶ
肉
鮮

子淑木大

地部根根田山弓林藤

岳

生
輝

彦

寿

江

智
恵
美

美

幸
麻

八
さ
ゆ
り

か
す
み

祐

子 石森キクヨワラ細工科

ムロの味
重

寄
勝

広寿
峰

男
幸

司

勝

男

敏

昌
三

治

光

治
縫明希子 |手[l紙人形民芸れんげ

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
双
里
正

司
村
商
工
会
長
や
境
田
孝
意
村
資
源

調
査
委
員
会
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
続
い
て
、
車
田
次
夫
村
長
と
塩

田
征
二
郎
村
議
会
議
長
が
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
、
活
性
化
に
尽
力
す
る

人
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
既
に
売
り
出
し
て
い

る
「
五
平
の
酒
し
ゃ
「
さ
る
な
し
ワ

イ
ン
」
を
は
じ
め
、
特
産
品
部
会
の

各
分
科
会
が
出
品
し
た
手
工
芸
品
や

農
産
加
工
品
な
ど
(
左
表
)
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
村
民
ら
の
注
目
を
集

小針孝一!ハリコ人形、和紙人形、絵ハ
ガキ、切り絵

麺類(うどん、そば各種5種
類)

伺

い

、

ン

一

の

淑

イ
一
会

E

一

ワ

一

商

ゑ

タ

札
一
牌

M
d
組

る

一

(

リ

コ

木

さ

一
料
)
胴
ツ
ん
ん

一
組
ゴ
一
ヤ

や
や

酒

一
、
チ
一
ア
ち
ち

の
一
剤
イ
一
、
ク
ク

平

一臭
で

一馬
ツ
ツ

五

一消
耗
一
木
ク
ク

内
聞
か達豆一J井

古寺福喜

大野貞夫

車問幸司

関根商庖

有賀良二

工房中村屋

玉)11酒販庖会

(初井手 商会

そば粉、穀類

乾燥メンマ

やぎく

関根広一

車 問建設

「
昔
は
す
い
ぶ
ん
作
っ
た
ナ
イ
」

め
ま
し
た
c

ま
た
、
観
光
開
発
部
会
で
は
村
内

の
文
化
財
や
史
跡
を
巡
る
イ
ラ
ス
ト

マ
ッ
プ
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。
来

場
者
に
は
地
元
で
栽
培
し
た
そ
ば
粉

を
原
料
に
し
た
手
打
ち
そ
ば
も
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

胡

討
豆

じ

小

ち

一
足
)
-

大
ン
一
ム

‘q
R
1
-

身、

物
ウ
一
ジ

穀
こ
く

、日ン一
H

し

そ
、
一
ち

み
麻
一
い
煮

車田豊子

首藤みさを

豆菓子

オテダマ、ツメ袋

渡辺政一|大豆、/1、豆、胡麻、じゅうねん

キンチャク

重

雄

利

之

栄

策
一

美
並
旦

裕

司

申
一
一
二
功

新
入
学
児
童
は

mm
人
で
す

己英太一学紀晃徳

美
智
子

晴

夫

邦

夫誠
哲

夫

寛

司
一

音山

正

則

4

針

飯

田
大

竹

添

田

大

木
上

野

仁
井
田

草

野

貴 裕一真敏湖イ憂

佐車矢溝小石車関
久
関田吹井針井田根

文

夏
理

絵

祐
理
子

良

恵

良

枝
真

純
っ
か
さ愛

科

商工会婦人部

小原重孝

1青円谷

乾燥しいたけ

エビネ

木工製品、テーブル外

菜野

北須釜老人クラブ

佐藤貞雄

鈴木好市

i非井博道

功回松

小原食肉庖

制佐藤製作所

山野草会

松田木工

鈴鈴小小瓶芳佐湯村

木木林林子賀藤津越

瞳

美

香

愛

子

美

佳
守

子

恵

美

あ
つ
美

亜

希

亜

矢

.固園町

ah・・・
司噌園

田

a ... 圃
hト

統昭武恒信泰文文

広司美夫良雄昭夫

大

槻

島

田

小
山
田

大

野

宗

形

恭正高秀亮

夫博志、昭平

徳一直博勝

次郎美之恵

鈴和石野榊増増馬

森森賀校根吹口木

実美舞恵誠友千絵里
ス

泉佳紀子美子香景美美希ミ子

肇か骨
P明

玄
関

勘
市
郎

疋

伊

…清

三

ヤ尚

治
義

男

良

清守
健

一

松

吉

袋

一

喜
久
夫

行

夫誠
F
ム
『

H
h
J

克

夫

兼

一
一

善

四

郎誠昇
陽

子

誠

一

秀

雄
四
郎
一

塩関

田根

淳拓

美也

勲
巽



平成6年3月

たまかわl
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広報たまかわ

3人に幸福の

ハガキが
ーみなさんからの話
おまちしています一

役場企画謂整課
広報係まで

習

届きました

~お年玉年賀ハガキで2等賞~

村
か
ら
お
年
玉
っ
き
年
賀
ハ

ガ
キ
の
2
等
賞
が
3
本
出
ま
し

た
。幸
運
を
射
止
め
た
の
は
、
福

島
空
港
ピ
ル
(
株
)
代
表
取
締
役

副
社
長
の
秋
山
慶
治
さ
ん
と
川

辺
の
円
谷
春
子
さ
ん
、
そ
れ
に

北
須
釜
の
榊
校
義
二
さ
ん
の
三

人
で
す
。

2
等
の
賞
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希

望
に
応
じ
て
、
秋
山
さ
ん
に
は
ラ

ベ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
、
円
谷
さ
ん
に

は
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
が
玉
川
郵

便
局
か
ら
交
付
さ
れ
、
ま
た
、
榊

枝
さ
ん
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ

ト
が
須
釜
郵
便
局
か
ら
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

春
に
舞
い
込
ん
だ
福
の
神
、
お
三

人
の
今
年
の
運
勢
は
、
き
っ
と
:
・。

塩
沢
須
釜
郵
便
局
長
か
ら
賞
品
を
受
け
取
否
榊
枝
ざ
ん

平成6年3月

盤上の熱戦 f
~第31目玉川村民囲碁将棋大会~

広報たまかわ

玉川村公民館が主催した第31回村民囲碁将棋大会が村就業

改善センターで行われました。

大会には小学生からお年寄りまでの愛好者が参加し、盤上

で熱戦を展開。主な入賞者は次のとおりです。

また、大会に使って下さいと大木実さん(中)から立派な碁

盤の寄付がありました。ありがとうございました。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

悪
質
商
法

癒

村
公
民
館
が
主
催
す
る
夏

椿
・
こ
ぶ
し
学
級
で
は
、
福
島

県
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

猪
俣
誠
子
さ
ん
を
講
師
に
む
か

え
て
「
悪
質
商
法
」
に
つ
い
て

の
講
座
が
聞
か
れ
ま
し
た
口

お
年
寄
り
に
と
っ
て
も
身
近

な
問
題
だ
け
に
、
学
級
生
か
ら

は
被
害
に
遭
っ
た
体
験
談
も
披

露
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
講
産

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

家
に
い
る
こ
と
が
多
い
お
年

寄
り
の
方
々
は
、
特
に
気
を
つ

け
た
い
で
す
ね
。

鈴
木
悟
く
ん
(
玉
一
小
6
年
生
)

が
見
事
銀
賞

「
川
を
き
れ
い
に
す
る
児
童
図
画
」
の
表
彰
式

が
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ
れ
、
鈴
木
悟
く
ん

(
玉
川
第
一
小
学
校
6
年
生
)
に
東
北
地
方
建
設

局
福
島
工
事
事
務
所
長
か
ら
銀
賞
の
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
c

図
画
は
、
川
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に

阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
が
募

集
し
た
も
の
で
す
。

級 優 勝 2 位 3 位

A 首藤三千雄 小針 '措 菅野宮博
閤

孝 二-二 d口f ~久当主 点」二ア. 

碁
B 阿部 斧田好武

C )11 回 崇裕 塩沢美保 杉田一馬

A 双里正輝 双里政博 高原泰司

*~ 添田良昭 須藤光久 吉田徳次
ネ真
B 

C 小針佑輝 吉田絢也

---------‘~ 

寄付された碁盤実(中)大木

3
Fデ
!
作
文
の
部
で

大
賞
に
輝
く

3
F
デ

l
の
作
文
の
部
で
上
野

春
江
さ
ん
(
泉
中
3
年
生
)
が
県

内
で
一
人
だ
け
選
ば
れ
る
大
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

の
温
か
い
ふ
れ
合
い
を
書
い
た
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
春
江
、
今
日
も
練
習
か
。
」

と
、
曾
祖
母
が
私
に
聞
き
ま
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
第

二
土
曜
日
だ
か
ら
練
習
は
な
し
。

だ
か
ら
、
応
援
で
き
る
か
ら
が
ん

ば
っ
て
よ
。
」

私
は
、
曾
祖
母
に
元
気
よ
く
答

え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
う
れ
し

そ
う
な
曾
祖
母
の
顔
。
私
は
、
中

体
連
を
終
え
る
と
、
今
度
は
駅
伝

部
員
と
し
て
、
朝
と
放
課
後
、
き

つ
い
練
習
が
毎
日
毎
日
あ
る
の
で

す。
練
習
を
終
え
、
家
路
へ
む
か
う

途
中
に
、
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
場
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
そ
こ
に
近
づ
く

島、、曾
祖
母
の
技
術
に
、

「
す
ご
い
な
あ
。
」

と
一
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
曾
祖
母
が
、
ゲ
!

ト
ボ
l
ル
に
ど
ん
ど
ん
心
が
引
か

れ
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
ボ
l
ル
が
打
て
た
と

き
の
快
感
が
何
と
も
一
言
え
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
、

バ
ス
ケ
ッ

ト
で
う
ま
く
シ
ュ

l
ト

で
き
た
と
き
の
あ
の
う
れ
し
さ
と

向
じ
に
違
い
な
い
の
で
す
。

そ
の
曾
祖
母
た
ち
の
試
合
が
、

第
二
土
曜
日
、
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
曾
祖
母
は
、
私
を
さ
そ
っ

た
の
で
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
へ
は
、
曾
祖

母
も
自
転
車
で
行
き
ま
す
口
私
は

曾
祖
母
の
後
を
自
転
車
を
走
ら
せ

ま
し
た
口
曾
祖
母
の
後
ろ
姿
が
八

十
二
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
背

筋
が
ピ

i
ン
と
は
っ
て
い
る
の
で

す
。
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し

た。
曾
祖
母
は
、
チ
l
ム
の
中
で
は

高
齢
者
の
方
に
属
し
て
い
ま
す

が
、
動
き
と
技
術
の
面
で
は
、
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
よ
う
で
す
。
こ
の
日
、

曾
祖
母
の
チ
1
ム
は
第
二
位
と
な

り
ま
し
た
。
父
や
母
、
祖
父
、
祖

母
も
こ
の
日
の
応
援
に
来
て
何
年

ぶ
り
か
で
、
一
家
そ
ろ
っ
て
応
援

で
き
ま
し
た
。

上野春江さん

と
い
つ
も
自
転
者
を
降
り
、
曾
祖

母
を
捜
し
ま
す
。
八
十
歳
を
越
し

て
い
る
の
に
曾
祖
母
は
、
元
気
よ

く
、
歩
き
回
り
、
他
の
人
と
ボ
ー

ル
を
打
ち
合
っ
て
い
ま
す
。
私
の

見
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
と
、
右

手
を
高
く
あ
げ
て
く
れ
ま
す
。
私

も
「
が
ん
ば
っ
て
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん。」
と
大
声
で
叫
び
、
手
を
ふ
り
ま
す
。

も
う
こ
れ
が
、
毎
日
の
日
課
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
口

曾
祖
母
は
練
習
熱
心
で
、
庭
先

で
よ
く
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
こ
の
前
、
私

は
曾
祖
母
が
い
つ
も
楽
し
そ
う
に

や
っ
て
い
る
の
で
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
私
に
も
や
ら
せ
て
み
て
J

と
た
の
み
、
や
っ
て
み
ま
し
た
。

見
て
い
る
と
誰
で
も
簡
単
な
よ
う

に
思
う
で
し
ょ
う
。
ボ
ー
ル
を

打
っ
て
、
転
が
す
だ
け
、
そ
れ
だ

け
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
全
然
違
う
の
で
す
。
ど
の
程

度
の
強
さ
で
打
て
ば
い
い
の
か
。

ど
の
あ
た
的
に
転
が
せ
ば
い
い
の

か
が
、
全
く
私
に
は
わ
か
ら
な
い

の
で
す
。
曾
祖
母
が

一
生
懸
命
教

え
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
ど
う
も

そ
の
通
り
に
ボ
l
ル
は
転
が
ら
な

い
の
で
す
。
誰
も
が
で
き
る
簡
単

な
ス
ポ
ー
ツ
と
思
っ
て
い
た
私
は島、、、

「
春
江
た
ち
の
お
か
げ
で
勝
て

た
よ
。
」

う
れ
し
そ
う
に
言
う
曾
祖
母

第
二
土
曜
日
は
、
か
な
ら
ず
晴

れ
て
ほ
し
い
と
願
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
口
雨
の
と
き
の
曾
祖
母
の

顔
を
み
る
の
が
つ
ら
い
の
で
す
。

曾
祖
母
は
、
毎
日
、
テ
レ
ビ
の
天

気
予
報
を
欠
か
さ
ず
見
ま
す
。
そ

し
て
、
次
の
日
の
準
備
を
す
る
の

で
す
。
私
は
ゲ
1
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て

い
る
曾
祖
母
達
が
大
好
き
で
す
。

い
く
ら
年
を
と
っ
て
も
や
っ
ぱ
り

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
ウ
ー
マ
ン
な
の
で
す
。
明
る
い

し
、
生
き
生
き
し
て
い
る
か
ら
で

す。
テ
レ
ビ
の
前
に
く
ぎ
づ
け
の
老

人
た
ち
に
は
な
い
パ
ワ
ー
が
か
ん

じ
ら
れ
ま
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
動
け
な
く

な
っ
た
ら
、
私
が
車
い
す
で
お
し

て
や
る
か
ら
ゲ
l
ト
ボ
i
ル
を

や
っ
て
ね
に

そ
う
い
う
と
曾
祖
母
は
、

「
春
江
が
そ
う
や
っ
て
く
れ
る
な

ら
、
ゃ
る
よ
。
」

と
言
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た。
第
二
土
曜
日
の
ゲ
l
ト
ボ
1
ル

は
、
私
に
と
っ
て
も
楽
し
み
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

10 ※3 Fデー:福島県が提唱している福島・フレッシユ-ふれあいデーのこと。「患吹」のコーナーは、おハガキが少ないため、もう少しまとまってから掲載したいと思います。
11 



い守み幼稚置ひなまつり会より

関
i
臨
は
婦
人
週
間

個
性
で
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

男
女
で
創
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

労
働
省
で
は
、
我
が
国
の
女
性
が

初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
4
月
刊

呂
を
記
念
し
て
、
昭
和
弘
年
以
来
、

こ
の
日
に
始
ま
る
1
週
間
を
「
婦
人

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
性
に
と
ら
わ

れ
ず
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
時
代

を
築
こ
う
」
で
す
。

婦
人
の
地
位
向

上
の
た
め
の
啓
発

事
業
が
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

広報紙を村外の方に
知人や寝せきの方々に「広報7こま力、わJ
を送りませんか。送付を希望する方は、
次によりお申し込み下さい。
*お送りする広報紙平成5年4月号か
ら平成7年3用号まで
*代金一人につきし000円
*申込先役場企画謡整課広報係まで、
代金を添えて
*締窃り平成6年3丹318まで
※送付先の氏名・住所を書いたものをご
持参ください。まTこ、継続される方もご
連絡をお額いします。

職員募集
石川地方生活環境施設組合
索援用予定人員若干名
*職務内容 し尿汲み取り、ごみ収集及
び施設維持管理
*受験資格昭和34年4月2巴から昭和
51年4月18までに生まれた人。(学涯
は関わない)
*受付期間平成6年3月158から3月
258まで
申し込み方法など詳しくは、役場保健
諜または石川地方環境施設組合まで宮
26-2784 

船員遺族の皆さんへ
船員が仕事で趨船に乗船していて事故
などにより死亡された場合、その遺児に
対して援護金が支給されます。
告期間出生から高等学校を通常の期
間で卒業するまで。
告支給額一人月額8，000円
(小学校入学時に30，000円。中学校、高
等学校入学時に10，000円)
詳しくは、錨j日本殉職船員顕彰会位。3-3234-0662まで。

回
(
平
成
5
年
目
月
日
日
)
の
登
録

の
際
に
注
射
を
し
た
犬
も
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
て
下
さ
い
9

費
用
(
一
頭
当
た
り
)

5
，
1
5
0

円内
訳
(
登
録
料
2
，
2
0
0
円
注

射
科
2
，
4
2
0
円
注
射
済
証
交

付
手
数
料
5
3
0
円
)

浩

司

範

一

一

行

諜

晃
保

顕

浩

由

広

⑧ 

考参

平
成
6
年
度
の
畜
犬
登
録
及
び
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。
前

注
射
の
擦
の
注
意
事
項

ω畜
犬
は
清
潔
に
す
る
こ
と

∞
畜
犬
の
攻
り
扱
い
に
慣
れ
て
い
る

人
が
連
れ
て
く
る
こ
と

※
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は

毎
年
一
回
、
必
す
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
受
け
な
い
場
合
は
法
律

で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

畜犬登録と予防注射の日時と場所お誕生おめでとう

ございます

( 2月届出分〉

名
り
い
W

愛
ぃ
惟
U
M

純
き
樹

鼠

ゆ

ゆ

由

か

花

ω宏

配

藤

山

野

井

藤

出

須

曲

上

向

佐

午後1時~

ポリオ予防接蓮

午後18寺~

区

辺

生

寺

崎法

地

川

蒜

岩

竜

平成6年3月

3月

@ 

委参

三種混合予防接種

午後1時30分~

よい歯のコンつ-)l;

広報たまかわ

23日(水)

25日(錨

午後1時30分~

ポリオ予訪接穫

血圧デー

4月

18幽

6日(水)

58(!A') 

者参乳児健診8日住吉

午後1時~

H 5 (11-----12月生)対象

死亡者氏名年齢世帯主名

辻勝源 86 泰央

本田薬勝 88 鶴

草野柴助 74

和田フチノ

大野勝二

増子傑

高原猶勝

矢吹源次郎

石森米勝

石森啓寂

おくやみ申し上げます

( 2月届出分)

区地

3月分

(納期隈は 3月25B6笛です。
忘れずに納めましょう)

今月の納税

富良年金保険料

1 j歳6か月克健診

H 4 (8、9月生)

:保健センター

:須釜公民館

午後1時~

対象

158(甜

幸

よしえ

勝雄

キク

豊勝

源

良

邦
ニ
彦

75 

64 

87 

68 

80 

79 

JII 辺
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南須釜
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釜
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一

国

旗
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凶

湖

心
H

引

パ

μ
問
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ク

村のようす
( 6年2月18現在)
a圃園田邑
国主r1，729戸(-1 ) 
I1 7，688人(-6) 
2 
s 
3，788人(-6) 

3，900人〈士山
65 

国
定
資
産
課
税
台
帳

が
縦
覧
で
き
ま
す

平
成
6
年
度
に
課
税
さ
れ
る
国
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す
。

期

間

平

成

6

年
4
月
1
E
1
4
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初
日
(
土
・

¥
A
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札
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L
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「
念
仏
踊
り
が

復
興
し
た
こ
ろ
」

江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
伝
わ
る
玉

川
村
の
伝
統
芸
能
「
南
須
釜
の
念
仏
踊

り
」
で
す
が
、
大
正
時
代
に
一
時
中
断

し
昭
和
幻
年
に
復
興
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
そ
の
当
時
の
昭
和
幻

年
3
月
お
日
に
撮
ら
れ
た
も
の
で
す
。

写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
小
原
菊
子

さ
ん
(
南
須
釜
)
の
記
憶
に
よ
る
と
踊

り
は
、
こ
の
写
真
よ
り
も
2
年
ぐ
ら
い

前
か
ら
練
習
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
踊
り
の
練
習
は
世
話
人
宅
を
順
番

に
回
り
、
夜
遅
く
ま
で
や
っ
た
の
で
、

親
が
ち
ょ
う
ち
ん
を
も
っ
て
送
迎
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
お
年
寄
り

の
方
が
熱
心
に
教
え
て
く
れ
た
の
で

私
た
ち
も
一
生
懸
命
で
し
た
。特
に
大

野
ケ
サ
さ
ん
(
写
真
の
前
か
ら
2
列
右

か
ら
4
番
目
)
は
印
象
深
い
で
す
。」と

菊
子
さ
ん
。
郡
山
市
公
会
堂
や
仙
台
で

も
披
露
し
た
と
の
事
で
す
。

笠
に
花
の
飾
り
が
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
広
川
弘
禅
先
生
の

親
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
の
献
花
を
も

ら
っ
て
つ
け
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う

で
す
。素
晴
ら
し
い
伝
統
は
、
や
は
り

多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
ね
。

←東京玉川会員だより-

「初めての総会にてJ

神奈川県川崎市

飯島君子さん(南須釜出身)

たまかわの皆さん
お元気ですか

一
晩
中
降
り
続
い
た
雨
も
夜
明
け

と
と
も
に
止
み
、
私
た
ち
の
再
会
を
の

ぞ
く
よ
う
に
お
日
様
が
顔
を
出
し
ま

し
た
D

私
が
、
昨
年
5
月
お
日
に
初
め

て
東
京
玉
川
会
総
会
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
朝
の
様
子
で
す
D

総
会
の
初
め
の
こ
ろ
は
少
し
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
車
田
村
長
さ
ん
や
有
志

の
方
々
の
あ
い
さ
つ
を
開
き
、
役
員
や

多
く
の
方
々
の
お
骨
折
り
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、
会
の
目

的
で
も
あ
る
親
睦
を
深
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

総
会
が
終
了
し
て
か
ら
は
、
出
席
者

の
中
に
知
人
や
親
せ
き
の
方
々
が
い

た
の
で
自
然
に
打
ち
解
け
、
、
ま
た
、
思

い
が
け
ず
弟
が
来
て
い
た
の
で
、
田
舎

を
そ
っ
と
移
動
し
た
よ
う
な
気
持
ち

で
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
勤
め
て
い
た
こ
ろ
の
生

徒
が
3
・
4
人
出
席
し
て
い
て
、
卒
業

以
来
必
年
ぶ
り
に
再
会
で
き
ま
し
た
。

幼
き
頃
の
姿
が
走
馬
灯
の
ご
と
く
浮

か
び
、
懐
か
し
き
と
う
れ
し
さ
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
尽
き

る
こ
と
の
な
い
会
話
に
素
晴
ら
し
い

時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
抽
せ
ん
会
で
は
、
く
じ

運
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
私
に
「
ポ
ッ

ト
」
が
当
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
上
に
、
商
品
ま
で
も
ら
え
た
最

高
の
一
日
と
喜
び
ま
し
た
。

今
で
も
、
お
茶
を
飲
む
た
び
に
総
会

で
の
感
動
を
思
い
出
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ま
た
次
回
も
大
勢
の
方
々
と
再
会

で
き
ま
す
事
を
楽
し
み
に
、
待
っ
て

お
り
ま
す
。
(
写
真
は
帰
郷
の
折
、
白
河

城
に
て
)




